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複数国の新聞サイトを比較分析するNSContrastの実験的分析

吉 岡 真 治 †1 神 門 典 子†2 関 洋 平†3

本研究では、日中韓を中心とした複数国の新聞を比較分析する NSContrastを提案
している。本システムでは、実際に毎日の新聞を新聞社のサイトから収集し、その日
に注目を浴びている単語のリストや、そのような単語を含む記事数の増減や関連語な
どを表示することにより、従来のニュースポータルとは異なった観点からの新聞記事
分析を可能にするものである。本稿では、本システムの有効性を検証するために行っ
たユーザ実験とその分析結果について報告する。
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We have already proposed a system News Site Contrast(NSContrast) that
analyzing the characteristic difference between each news site and all others.
The system make news article database by retrieving articles from multiple
news sites in daily basis. In addition, the system have functions to analyze
these articles by showing the hot keywords, related keywords for the retrieved
documents. In this paper, we report the result of user experiment and analysis
of the results.
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1. は じ め に

現在、インターネットを通じて、世界中のニュースサイトから情報を獲得することが可能

になっている。このような環境の変化に伴い、我々は、国内のメジャーなマスメディアから

得られる情報だけではなく、様々な特徴を持った複数のニュース源から、世界のニュースに

ついて多角的に調べることが出来るようになった。この結果、諸外国に支店を持つような国

際的な企業でなくても、外国の国でおこる可能性のある問題やその問題の自国への影響に関

する分析を行うことができるようになっている。

このようなサイトから発信される様々な情報を容易に閲覧するためのシステムとして、

Google news�1のようなニュースポータルサイトや、世界中から発信される情報を用いて、

世界中の報道の量的な違いを分析する EMM News Explorer �2などのシステムが提案され

ている。これらのサイトを使うことにより、同じトピックに関係する様々なニュース記事が

同時に閲覧できたり、異なる国におけるトップ記事の違いなどを比較することが可能となっ

ている。

我々も、このような各国のニュースサイトの興味の違いに注目してニュースサイトの記事

を比較分析するシステム NSContrastを提案している1)。

一方、このような情報分析のシステムについては、その評価手法については、確立された

ものが存在せず、ユーザ実験を行ったあとに、アンケートによる統計的な比較分析というも

のが多い。本稿では、異なる利用条件で行った二つのユーザ実験についてのアンケート分析

と、利用者のシステムの利用前と利用後に持っている情報量の変化に基づいたシステムの効

能の分析という二つの観点からシステムの分析を行った結果について報告する。

2. NSContrast:ニュースサイト比較分析システム

本節では、本研究で提案している複数ニュースサイトの比較分析システム NSContrastに

ついて、説明する。

NSContrast1) では、日本語で記述されている各国のニューサイト (日本：朝日新聞・日

経新聞・読売新聞、米国：CNN、韓国：朝鮮日報・中央日報、中国：人民網)に加え、それ

ぞれの国の言語のニュースサイト (韓国：朝鮮日報、中国：新華社)から獲得した記事を機

�1 http://news.google.co.jp

�2 http://press.jrc.it/NewsExplorer/
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械翻訳したものをニュース記事データとして利用している。これらの記事は、ニュースサイ

トから定常的に記事を収集し、毎晩、定常的にデータを更新することにより、朝になると前

日までの 1年間の記事を利用した解析が可能なように設定を行っている。

また、このデータベース中の各記事には、ChaSen による解析結果で得られた各記事に

含まれる単語の一覧、CaboChaによる固有名詞抽出の結果得られた人名・地名・組織名と

Wikipediaのエントリーとの比較結果によるWikipedia項目、意見分析システム2) による、

賛成、反対の意見情報が付加されている。

NSContrastでは、この新聞記事データベースに対して、以下の機能を提供している。

( 1 ) 国別注目単語比較 (図 1)

日中韓米の各国の新聞記事を対象に、バースト解析3) を行うことにより、各国ごと

に、注目を浴びている特徴的なキーワードと注目期間を表示する。

図 1 国別注目単語比較

( 2 ) 今日の話題

毎日の記事をクラスタリングすることにより、その日の新聞記事で多く報道されてい

るトピックに相当する記事群を抽出する。

( 3 ) 記事検索

単純に、キーワードを含むかどうかという検索に加え、記事に付加されている人名・

地名・組織名・Wikipediaのエントリーを含むかどうかという形の問い合わせが可能。

( 4 ) 関連語の関係性分析

与えられたキーワードを含む記事群に特徴的に存在する関連語 (共起語)とその関係

を可視化する。可視化の対象としては、記事中の語句をそのまま使うだけでなく、記

事に付加されている人名・地名・組織名・Wikipediaのエントリーに限定して表示さ

せることも可能である。

本システムにおいて、特徴的に存在する共起語とは、各国の記事において、記事群に

対して相関性の高い共起語だけでなく、他の国と比べて相関性の変化が大きな語も候

補とする。また、これらの共起語の内、さらに、ダイス係数によって、一定以上の共

起性を持っている共起語の間にリンクを設定し、共起語グラフとして可視化する。

( 5 ) 関連語の時間遷移分析

与えられたキーワードを含む記事群を 3日単位で分割し、各々の記事群に対して、特

徴的に存在する関連語 (共起語)を抽出し表示する。

本機能において、特徴的に存在する共起語とは、特定の期間の記事において、記事群

に対して相関性の高い共起語だけでなく、他の期間と比べて相関性の変化が大きな語

も候補とする。

( 6 ) 国別比較

入力したキーワードを含む記事数の各国ごとの遷移がグラフで表示されると共に、

バースト期間を可視化する。また、対照分析の結果として、関連語の関係性分析の可

視化結果のグラフを表示する。

( 7 ) 多観点分析 (マルチファセット分析)

特定の検索語を含む記事に含まれるデータをいろいろな観点 (ファセット)から可視

化する。本システムでは、以下の観点が利用可能である。

• キーワード
• Wikipediaのエントリー語

• 人名
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図 2 国別比較

• 組織名
• 地名
• 賛否
また、各観点ごとのデータは、以下の様な形でまとめて表示する。

• 時系列グラフ
• 円グラフ
• 棒グラフ
• (重みつき)頻度の表

ユーザは、複数存在するグラフ表示領域毎に、表示させたい観点、表示領域に対して

与える絞り込み条件や種類を設定することが可能であり、以下のような分析を支援

する。

• 複数の観点を組み合わせた検索条件の設定

複数の観点を組み合わせた検索条件を設定すると共に、その内容を可視化する。

• 複数の国の比較
比較したい国に対応する形で複数のグラフを表示する。表示内容 (例えば、人名)

などは、全体で固定し、各グラフに対して、国名を絞り込み条件として与える

と、国ごとの違いを並べて見ることが可能となる。

3. NSContrastのユーザ実験

本システムの有効性を検証するために、以下の異なるタイプの実験を行った。

( 1 ) インターネットを利用したシステムの利用とアンケートによる回答

( 2 ) 複数課題によるシステムの評価

前者の実験は、簡単なシステムの紹介と利用方法の説明を与えた上で、システムを利用し、

アンケートに答えるというものであり、多くの人から意見を得ることを目的としている。

これに対し、後者では、2日間にわたり、実際に、実験会場まで来てもらった上で、複数

課題を与えてユーザ実験を行った。この実験では、前者の実験と同様のアンケート分析に加

え、その検索活動についての情報の記録を行い、より詳細な分析を目的としている。

以下に、各々のユーザ実験の詳細をのべる。

3.1 インターネットを利用したシステムの利用とアンケートによる回答

本実験は、様々なユーザに利用してもらい、システムの評価を行うために、インターネッ

ト上で募集したユーザに対し、システムを利用し、その評価を行うという目的で行った。

具体的には、2011 年の 2月 22 日から 27 日の間に、20 名のユーザを対象に予備評価実

験を行い、システムの不具合などを報告してもらった上で、3 月 8日から 14 日の期間に、

74 名のユーザによる本実験を行った。各ユーザは 1 時間程度、システムを利用した上で、

その評価をアンケートとして回答することになっている。

各ユーザには、システムが持つ機能と、その簡単な利用方法の説明用のWebページを用

意し、必要に応じて、Googleニュースなどの他のニュースポータルサイトとの比較利用を

行うことを依頼した。

また、アンケートの項目としては、以下の項目を設定した。

( 1 ) 本システムを使った感想 (1～5：5段階評価)

( 2 ) 使ってみて役に立った機能

( 3 ) Googleニュースなどのポータルサイトと比較して利用したいかどうか (1～5：5段階

評価)
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( 4 ) システムを使った感想

( 5 ) 役に立った機能・つまらなかった機能

予備評価実験の際には、マシントラブルなどが発生したこともあり、本実験のアンケート

結果 (74名が利用し、74名から回収)の概要を以下に記す。

表 1 にあるように、本システムについては、おおむね好評ではあるが、表 2 にあるよう

に、ニュースポータルとの比較においては、ニュースポータルの方が良いと考えたユーザが

多かった。

しかし、Google Newsの方が良いと答えた評価者の中には、写真がない、記事のレイア

ウトが見にくい、というコメントなどもあり、表示結果の方法を検討することによって、改

善する余地はあると考えている。

表 1 システムを使った感想

評価値 1 2 3 4 5

人数 6 12 20 25 11

表 2 ニュースポータルとの比較

評価値 1 2 3 4 5

人数 18 22 20 12 2

次に、システムの機能に対する評価を表 3に示す。

表 3 最も役に立った機能、最もつまらなかった機能

役に立った つまらなかった
国別注目単語比較 20 5

国別比較 16 5

今日の話題 14 10

記事検索 12 13

関連語の関係性分析 8 12

関連語の時間遷移分析 2 15

多観点分析 (マルチファセット分析) 2 14

また、本システムに高い評価を与えているユーザの自由記述の感想部分からは、次のよう

な意見が得られた。

• 国別で新聞記事を比較すること自体が興味深く、新しい発見を得ることができる。
• 検索した記事から関連語を可視化して、別の新聞記事を検索するという流れにより、ス
ムーズに検索を行うことができた。

• 記事のトレンドを知りたいといった場合には有効である。

一方、本システムに低い評価を与えているユーザの感想部分からは、次のような意見が得

られた。

• 具体的に調べたい目的がある場合には、有用かもしれないが、ざっと、ニュースを見た
いという場合にはつかいにくい。

• 機械翻訳の性能が悪いため、翻訳文がまともに読めないことがある。
• ユーザインターフェースが使いづらい。
• 関連語の可視化結果も、どのように解釈するのが良いのか分からない。
全体としては、普段、あまり目にしない、各国の新聞を比較して分析するという点につい

ては、一定の評価が与えられた一方で、ユーザインターフェースが使いにくいことなどもあ

り、うまく使いこなせた人と使いこなせなかった人の差が大きかったと考えられる。

また、本システムが想定するような新聞記事からトレンドや、興味の違いなどを調べたい

と思うようなユーザに対しては、面白いという意見が多かった一方で、その様な形で、新聞

記事を読むことを想定していないユーザにとっては、本システムが提供する機能は、あまり

有用ではないことが分かった。

また、機械翻訳の性能があまり高くないため、最終的に記事を読んでも良く分からないと

いった場合や、共起語解析などにおいて、あまり適切でないキーワードが含まれたりという

問題が起きている。これらの影響についても、再検討する必要がある。

3.2 複数課題によるシステムの評価

本実験は、複数の課題をあらかじめ設定し、ユーザに与えるとともに、そのシステムの利

用記録をとることにより、より詳細な分析を行うことを目的としている。

この実験の被験者は、首都圏の大学生で、男女比、新聞・あるいはインターネットニュー

スを定期的に読むかなどの事前アンケート結果を踏まえて、極端な片寄りがないように被験

者を集め、2011年 3月 1日 2日の 2日間で行った。

本実験では、より詳細な検索活動とその結果を分析するために、インターネットの実験と

同様のアンケートに加え、各課題ごとの詳細なアンケート、利用実験前後での課題に関する

知識の変化、ブラウザのログなどを記録する。課題前後の知識の変化を分析するために、コ

ンセプトマップ4) を用いた情報探索活動の分析手法5) を利用することとした。

具体的には、以下のような手順で実験を行った。

( 1 ) 事前知識によるコンセプトマップの作成

ユーザは各課題について、事前に知っている情報をコンセプトマップの形式で記述

する。
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( 2 ) 課題に関する検索

ユーザは 2グループに分かれ、1グループは NSContrastを利用した分析を行い、も

う 1グループは Google Newsなどの既存のニュースサイトを利用する。また、1課

題ごとに利用するシステムを交代する。

( 3 ) 事後知識によるコンセプトマップの作成

ユーザは検索活動の結果として得られた情報をもとに、新しくコンセプトマップを作

成する。

( 4 ) アンケートへの回答

ユーザは、各課題について得られた情報について、以下のアンケートに回答する。

• 分析の対象とした課題について説明してください。
• 新しく知った情報について簡単に説明してください。
• 他のシステムを使った場合には、どのようなシステムを利用したか？
• どのような手段で探しましたか？
• 検索する前に、このトピックについてどれくらい知っていましたか？(1-9:9段階)

• 検索後に、このトピックについての知識はどれくらいになりましたか？(1-9:9

段階)

• 表示された情報の内、知らなかった情報はどれくらいありましたか？(1-9:9段階)

また、これまでの NSContrastの分析結果により、本システムで分析するタスクには、世

界的な事故や出来事を扱うような事象分析のタスクと多観点から記述された記事群を比較

して分析を行うようなサーベイ分析のタスクがあることを確認しているため1)、これらのこ

とを考慮し、次のような課題について実験を行った。

( 1 ) 事象分析

( a ) ニュージーランドの地震

( b ) エジプトのデモ

( 2 ) サーベイ分析

( a ) 北朝鮮

( b ) オバマ大統領

( 3 ) 自由課題

各ユーザは、事象分析とサーベイ分析の内の各 1々課題と自由課題については、NSContrast

を利用して分析することとした。各課題については、コンセプトマップの作成も含めて、約

1時間をかけて行うこととした。

まず、最初に、インターネットによる利用と同様のアンケート結果を示す。被験者として

は、15名を集めたが、2日目に体調不良などで 1名が欠席したこともあり、14名の結果を

示す。表 4,5に示すように、適切なガイダンスを行うことにより、システムに関する満足度

は向上すると考えられる。

表 4 システムを使った感想

評価値 1 2 3 4 5

人数 0 0 2 8 4

表 5 ニュースポータルとの比較

評価値 1 2 3 4 5

人数 1 5 3 4 1

一方、表 6の分布は、先の実験と結果が異なる。特に、検索課題をあらかじめ与えたため

に、最初に、トピックを探すための機能である「国別注目単語比較」や「今日の話題」に対

する評価が低くなっている。

表 6 最も役に立った機能、最もつまらなかった機能

役に立った つまらなかった
国別注目単語比較 0 4

国別比較 7 0

今日の話題 1 2

記事検索 4 1

関連語の関係性分析 1 2

関連語の時間遷移分析 1 1

多観点分析 (マルチファセット分析) 0 4

次に、各課題ごとの分析について述べる。まず、NSContrastを利用した場合と、そうで

ない場合についての情報量の変化について調べる (NSContrast 44課題、その他 29課題)。

システムが提供した情報については、平均では、NSContrast が 5.25に対し、その他が 5.97

となっていた。また、検索後の知識量についての問いに対しては、NSContrastが 6.41に対

し、その他が 6.28となっているが、検索前と比較した増加分の平均については、NSContrast

が 1.97 に対し、その他が 2.44となっている。

これらのことから、NSContrastの優位性は確認できなかった。しかし、検索前に知らな

いことが多い場合には、新しく調べるだけで得られる情報はあると考えられるため、どのよ

うな手段で、どのような情報が得られているかについて、詳細に分析する必要があると考え

ている。
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また、その他の場合については、使ったシステムに関するアンケート項目から、新聞社の

特集記事や、その話題に特化したようなブログサイトを見つけ、そこから情報を得たという

記述もあり、このような特定の人が整理した情報を見つけることが、その他の場合の性能を

向上させていることが分かっている。このような特集記事やまとめサイトなどが存在する場

合には、これらの情報は、非常に有用であるが、この様なサイトは、どのようなトピックに

ついても、必ずしも存在するわけではないという点を考慮する必要はある。

表 7 知らなかった情報はどれくらいありましたか？

1 2 3 4 5 6 7 8 9 平均
NS 2 5 7 4 3 5 11 3 4 5.25

他 0 1 2 2 4 7 10 2 1 5.97

表 8 検索後の知識量

2 3 4 5 6 7 8 9 平均
NS 0 1 6 5 11 7 11 3 6.41

他 1 0 3 2 8 10 5 0 6.28

表 9 知識の変化量

0 1 2 3 4 5 6 平均
NS 2 14 15 6 5 1 0 1.97

他 0 6 12 5 5 0 1 2.44

事象分析を例に、新しく知った内容についての記述を分析すると、NSContrast では、以

下のような各国ごとの興味の違いに関する言及を見つけることができ、本システムが提供し

ている比較機能が役に立ったのではないかと考えている。

• エジプトのデモ
– 中国の記事の数が少なく、民主化運動に消極的な印象をもった。

– 北朝鮮で報道がされていないことが韓国の記事にあった。

• ニュージーランドの地震
– 韓国人も留学生が多い

– 日本の記事が多いのに比べ、韓国・米国では、中東のデモが話題であり、中国は、

自国の記事が多い。

また、本システムの利用結果について満足度が高かったユーザの描いた検索前の検索活動

前後のコンセプトマップの例を示す。システムへの習熟度も考慮して、最後の 3つの課題に

ついて作成したコンセプトマップを図 3-8に示す。真ん中にある二重丸のノードが検索課題

全体を表すノードであり、ユーザは、自分がその検索課題について知っている概念をノード

とし、その関係をリンクとするグラフを作成する。例えば、図 3からは、ユーザが「リビア

のデモ」について、「カダフィ氏」と「オバマ氏」の関係や、「エジプトのデモ」と関係があ

ること、「トリポリ」が主都であることなどを知っていることがわかる。

検索後のグラフを作成後に、検索前のグラフ中にあるノードと検索語のグラフにあるノー

ドとの対応関係があるものについては、赤い丸をつけるという作業を行った。図 3と図 4か

らは、「カダフィ氏」、「エジプト」、「トリポリ」については、対応関係があると判断された。

この赤い丸のノードにつながっている概念の変化に注目することにより、ユーザがどのよ

うなタイプの知識を得たかを分析することが可能となる。例えば、Google ニュースなどの

サイトを使った北朝鮮の例では、検索前にある程度知識のあった赤い丸のノードに関連する

概念が多く増えており、今までに知っていた概念について、より詳しい知識を得ることがで

きたと考えることができる。これに対し、NSContrastを使った場合には、検索前に全く存

在しなかったノードが直接トピックのノードと接続している。これは、検索前には、全く関

連知識を持っていなかった知識を獲得したと考えることができる。

他のユーザの事例などについても、詳細な分析は必要であるが、NSContrastを適切に利

用することで、これまで、考えていなかった観点から知識を得たと考えることができる。こ

のことから、表 9に述べた知識の変化量について分析を行う際に、単純な値の変化を文背切

るのではなく、どのような知識を獲得したのかという観点からの分析を行う必要があるので

はないかと考えている。

リビアのデモ

反体制派

誰が

n1:カダフィ氏

標的

n3:トリポリ

首都

n2:エジプトのデモ

影響

民衆

誰が

打倒したい

「民衆は私を愛している」

反発

認めない

発言

各国

注目

アメリカ

一部

中国

 

韓国

一部

オバマ氏

大統領

意見

 

注目注目

図 3 リビアのデモ (検索前)：NSContrast
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リビアのデモ
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する
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n1:カダフィ氏

反抗

武力弾圧の流れを止める
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イラン

 

安保理

する

韓

メンバー

英, 仏

メンバー

オバマ

28日に会う、話す

韓国人9名リビア脱出

 

アメリカ

 

n2:エジプト

となり
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おこった

社会主義国

どんな

どこで

流血鎮圧

何が

死者500人

 

内戦状態

をして

する

図 4 リビアのデモ (検索後)：NSContrast

オバマ大統領

政治

 

外交

仕事

平和

目的

アメリカ

国

大統領

ポジション

黒人

人種

中国

きょうい? 他国

相手

 

仏

 

露

 

英

 

日本

 望み

ブッシュ氏

前

演説

する

初N.Y.9.11

措置

イラク

措置

望み  

アメリカでは アジア系人種

 

いつかは?

図 5 オバマの外交 (検索前)：NSContrast

3.3 考 察

今回提案しているような特定の目的に用いるための情報検索 (分析)システムでは、ユー

ザが、そのシステムが想定しているような機能を使う必然性を理解することが必須である。

インターネットを利用したシステムの利用結果からも、このような機能の必然性を理解して

いただいた被験者からはポジティブなコメントをもらえたものの、そうでない人もかなり存

在することが確認された。

今後の実験を行う際には、これらの興味を持たないような人も含めて広く役に立つシステ

ムを作るのか、興味を共有することが出来る人たちに向けてシステムを作るのかについても

検討を行い、その検討結果を踏まえた上での、再実験が必要であると考えている。

また、複数課題によるシステムの評価を行った場合には、総じて、システムに関する不満

は減っている。これは、実際に与えた課題が明確であり、その課題を解くために、システム

オバマ大統領外交

DNI

同期

太平洋司令官

同期

CIA

 

北朝鮮担当官

 

北朝鮮

心配

バイデン副大統領

仕事仲間

エジプト政権崩壊

心配

反米イスラム国家?

心配!!

中東外交

重要

インドネシア

小学生の
時代過ごす

大統領自由勲章

 

ドイツ・メルケル首相

たたえる

    

ミサイル

ある

クウェート

 

アラブ首脳

する!

イラク

Tel

影響

電話会談

よって

民主化

なる

礎石

する

ヨルダン国王

する

トルコ首脳

 

英国首脳

する

安定

なったなる?

注目

なった

おくる

図 6 オバマの外交 (検索後)：NSContrast

を使ったということも一つの要因であると考えている。

また、本システムを有効に活用したと考えられるユーザの検索前後の知識の変化の分析か

ら、本システムを用いることにより、今まで、知っていることのより詳細な情報を得るとい

う活動ではなく、検索前には、想定していなかったような情報に興味を持ち調べるというこ

とが確認された。この様な観点から、本システムの有効性について、更なる分析を進めてい

きたいと考えている。

ただ、その他のシステムとの性能を比較する際にいくつか気をつける必要があることが分

かった。特に、調べる対象について、既に、詳細にまとめられたレポートや特集記事群など

が存在し、それらの情報が容易に発見できた場合には、本システムを用いる場合よりも、よ

り詳細で新しい観点からの情報を得ることが可能な場合がある。これらのことを考慮した比

較検討が必要である。

また、新聞記事の見せ方、単語の抽出、機械翻訳、収録記事数などの基本的なデータの作

成と見せ方の部分で、不満が生じると、システム全体の評価に大きな影響を与えることが、

被験者からのコメントでの指摘であった。本システム全体のパフォーマンスを向上させるた

めには、このような部分についての検討も引き続き行う必要がある。

4. お わ り に

本稿では、NSContrastの有用性を検証するために行ったユーザ実験について、その計画

と分析結果について報告した。全体として、本システムが目指す機能を理解してもらった
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北朝鮮（拉致問題）
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する

写真

ある

証言者

 いる

朝鮮人?

相手

の1人

図 7 北朝鮮・拉致問題 (検索前)：その他

ユーザからは、比較的、評価の高い結果をうけたが、Googleニュースなどの既存のシステ

ムから乗り換えてまで使いたいというには、不十分であるという状況である。

今後は、システムをうまく使ったユーザだけではなく、うまく使えなかった人のコンセプ

トマップに関する分析や、実際のシステムの操作ログから、どのような検索行動をとったの

かといった分析を行う予定である。

さらに、これらの分析結果を踏まえ、再度、システムの改良を行い、再度の有用性の検証

実験を行う予定である。
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